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 2025年 1月 18日（土）～19日（日）の２日間、東京都内において、「第 23回青年

女性役員研修会」が開催され、幹事会、各エリア連合、各単組の代表者が参加しました。 

1日目の冒頭、UAゼンセン出身の田村まみ参議院議員よりご挨拶を賜ったのち、カスタ

マーハラスメント対策の取り組みについて、ＵＡゼンセン政策政治局の関口副部長より講義

を賜りました。この取り組みは、約 10年もの時間をかけて粘り強く進められてきたものだ

ということを知り驚きました。また、講義後のグループディスカッションでは、各系統で働

く仲間たちがどういったカスタマーハラスメントを受けたことがあるかなどの議論を行い、

系統を越えて様々な意見交換ができました。 

 

    

写 1）関口副部長からのご講義                写２）グループディスカッションを行う参加者 

つながり ～ＪＲ連合に集う仲間の輪をさらに広げよう～  
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２日目は、荻山会長から講義を賜り、国鉄改革からＪＲ連合結成に至るまでの経緯など説

明があり、健全な労使関係が重要であることを再認識する時間となりました。また、青年・

女性組合員に期待することとして、安全最優先で自らと仲間の命を守ることや、主体性を持

ち、労働組合をうまく活用してほしいなどというメッセージがありました。 

講義後のグループディスカッションでは、「組織拡大に向けた取り組み」と「女性役員の

育成に向けた取り組み」の２点について議論を行い、組織拡大についてはＳＮＳを活用して

情報発信を行うことや趣味別でレクリエーションを行うなどという意見が出ました。女性役

員の育成では、女性組合員が参加しやすいレクリエーションを行い、組合活動に興味を持っ

てもらうことや、誰もが発言しやすい環境をつくるなど様々な意見が出ました。 

    

写３）荻山会長からのご講義                 写４）ディスカッションでの内容を全体共有 

 

今回の研修会を通じて、新たなつながりもでき、ＪＲ連合に集う仲間同士の更なる横のつな

がりの強化ができました。今後もこのような活動を通して、仲間づくりや連帯強化を図って

いきます。 

 

 


